
令和元年１０月９日（水）
徳島県立阿南光高等学校

１ 開会行事 学校概要説明

２ 授業等視察

新野キャンパス

植物工場での、希少植物「イシマササユリ」の培養についての授業をはじめ、
とくしまイノベーションセンター、生徒会館を視察しました。

本県の農工商連携教育、６次産業化教育の拠点として昨年度開校し、本年
６月には新野キャンパスを加え、新たなスタートを切った、阿南光高等学校
を視察しました。

まず、学校長から学校の特色ある取組について、説明をいただきました。

竹を効果的に活用した

さまざまなアイデアなど、特色あ
る取組について紹介がありました。
地域に根ざした取組が魅力的で、
ものづくりの可能性を実感する発
表でした。

LED照明による
水耕栽培

土木構造設計
「鉄筋コンクリート柱の設計」

ロボット技術
「移動機構」

生活産業基礎
「食生活関連分野の産業と職業」

美しい校舎、教室で生徒のみなさんがいきいきと
学ぶ姿を参観しました。

宝田キャンパス



新野高校の歴史を展示した地域交流室をはじめ、
企業へのレンタルルームや高大連携の講義室な
どが整備されています。

【とくしまイノベーションセンター】

【生徒会館】

宿泊も可能であり、新たな地域交流・連携の場として、
期待されています。

３ 閉会行事

教育委員からは、
・さまざまな取組を拝見して、まさに地域の中の学校という感じがする。海外にも目を向けて、
しっかりと発信してほしい。

・中学校、大学、そして地域、企業とさらに連携を深めて、もっと発展してほしい。
・すばらしい取組をされている。県民をはじめ、成果をもっと発信して、観光にもつながるよ
うな、いろいろチャレンジをしてほしい。

などのご意見がありました。

さらなる発展のために、さらなる発信を


